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セミナーお問合せ先
【医療法人社団めぐみ会内】
健康セミナー事務局

【平日 9:00 ～ 17:00】
042-311-2250☎

～検診･診断から最新の遺伝子治療まで～～ 検診･診断から最新の遺伝子治療まで～

乳癌診療乳癌診療乳癌診療乳癌診療のの

最前線最前線

テレビセミナー で開催！

多摩センター健康セミナーvol.105で放送

医療法人社団  珠光会

聖ヶ丘病院
よねと としひこ

医師米戸 敏彦院長

講師紹介

◇ 東京大学大学院医学博士
◆ 日本外科学会認定専門医
◇ 日本がん治療認定機構がん治療認定医
◆ 日本乳癌学会乳腺認定医
◇ マンモグラフィー読影認定医
◆ 日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医
◇ 日本化学療法学会抗菌化学療法認定医             　  等

略歴･資格等
198７年　浜松医科大学医学部医学科卒
2000 年　東京大学大学院医学研究科　病因病理学専攻博士課程修了
2010 年　聖ヶ丘病院院長就任
2019 年　東京医科大学医学総合研究所免疫制御研究部門　客員講師就任 ( 併任 )

　現在、日本人女性の約11人に1人が一生のうち乳がんになると言われています。乳がんは 30代から増加しはじめ、40歳代後半から50歳代前半に
ピークを迎えます。さらに女性の30〜64歳では、死亡原因のトップ となっています。
　最近有名人が乳がんを発症した、あるいは亡くなったというニュースを耳にすることが多いと思います。しかし他のがんに比較して乳がんは治り
やすい癌なのです。早期であればまず100％治癒可能です。それにも関わらず亡くなる方が多いのは、日本における検診率の低さが原因と思われます。
他の先進国と比較しても格段に低く30-40％と言われています。
　今回の講演は乳がんで亡くなる方を限りなくゼロにできるよう乳がんの知識を身につけて頂こうと企画しました。がんは誰でも怖いですが、その
怖い相手をよく知れば冷静に対応でき、適切な治療を安心して受けることができます。様々ながんの中でも乳がんの診断や治療はここ数年で飛躍的に
進化しています。検診の意味や受けるコツ、また万が一乳がんになっても、日本の治療技術のレベルの高さを知って頂ければ乳がんは恐れることは
ないとご理解頂けるでしょう。自分の身を自分で守れるよう、正しい知識を持つことがこれからの女性には必要だと思います。ご家族のいらっしゃる
方も、お一人の方もこの機会に一度自分の体に向き合ってみませんか。

※放送されるセミナーの内容は不定期で変更いたします。予めご了承ください。

[多摩テレビ１１１ｃｈ　日曜日　１６:００～１７:００]

当セミナーの様子は、 ２０２１年５月９日より放送予定


